
ちば千年の森をつくる会公開行事   野生きのこが支える森の生態 

環境学習会 夏のきのこ 
樹木との共生から分解まで きのこを知らずして森の自然は語れません。 

食毒は勿論、きのこを基礎から勉強してみたい方に絶好の機会です。 

 

講師 吹春俊光先生（千葉県立中央博物館 菌類分類学） 

日時 2019.8.18 9:30～15:00（第 3日曜）少雨決行 

集合 清和県民の森 木のふるさと館 (カーナビ入力用住所 君津市豊英 660または☎0439-38-2222) 

 第 2駐車場 9時 30分までに集合 採集地まで一緒に移動しますので途中参加は出来ません 

交通 自家用車で直接集合場所へ行くか または貸し切りバスを利用 

バス 京成線ユーカリが丘駅南口から（６時 40分発）千葉駅 NTTビル前経由（7時 30分発） 

参加費 自家用車の方 200円（保険、資料代） バス利用者 1000円（バス代 保険、資料代込み） 

申し込み 氏名・住所・年齢・電話番号（保険手続き用に使用）を添えて 

 自家用車利用者は伊藤道男 michio.ito26@gmail.com 

 バス利用者は坂本文雄 saka.nabana@catv296.ne.jp  携帯 080-6512-1314  FAX043-463-4223まで

持ち物 弁当 雨具 筆記具 虫除けスプレー（ヤマビル対策用 主催者側でも用意しています）  

服装  長袖長ズボン 帽子 軍手 急斜面に適した歩きやすい靴（長靴がベスト） 

ご注意 現地の野生きのこは放射線量未測定につき、県の指導により食用の持ち帰り禁止です。  

主催 ちば千年の森をつくる会 共催：千葉県自然観察指導員協議会  

 ＜この活動は、県民の環境活動支援事業（千葉県環境財団）の助成を受けています。＞  

 

←枯れ木に大発生のナラタケモドキ 

↓夏でも適度な雨があれば森はきのこの山（2017.8.20） 

 同定会用に皆で手分けして探したサンプルです 
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